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   令和３年度安曇野市一般会計・特別会計歳入歳出決算及び基金の運用状況 

審査意見書への対応について（報告） 

 

 

 令和４年８月１日付で提出のあった標記の件について、別添のとおり対応がまとま

りましたので報告します。 
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令和３年度 安曇野市一般会計・特別会計決算審査意見書等への対応について（報告） 
  

令和３年度 安曇野市一般会計・特別会計歳入歳出決算及び基金の運用状況審査意見書 

項目 指摘・要望事項等 
対応等(※要望等に対する将来の見通し、

そのための対応策) 
所管課 

Ｐ４ 

１ 税・

料金等の

収入未済

額の縮減

について 

 不納欠損額は 2千 8百万円で前年

度と比較し、2千 6百万円の減少で

す。 

 不納欠損額は前表のとおり様々な

要因によって変化・変動しますが、

少ないほうが理想的ではありますの

で、適正・公平な課税徴収の観点か

ら、不納欠損処分については慎重か

つ厳正な取扱いに努めてください。 

今後も本市収納対策本部会議、連絡調整

会議を定期的に開催し、関係部局との情報

共有をはかり、法定手続きによる適正な滞

納処分及び不納欠損処分に努めます。 

また、自主財源の確保のため、引き続き

累積滞納額の縮減に取り組みます。 

収納課 

Ｐ５ 

２ 支払

先の確認

について 

支出伝票等の起案をする際に、振

込先を所管の係内等でしっかりと確

認し、誤った振込先に入金されるこ

とがないよう努めてください。ま

た、仮に誤った振込先に振り込んで

しまった際は、更なるトラブルへと

発展しないよう、迅速に対応するよ

う努めてください。 

従来は、謝礼等の支払いについて、支出

伝票の添付書類に振込先氏名のみの記載と

なっているものがありましたが、同姓同名

への誤払いを防ぐため、必ず「住所」を記

載するようインフォメーションで周知しま

した。 

今後は、起票時に振込先の確認を徹底す

るよう、会計事務講習会やインフォメーシ

ョンにより周知していきます。 

誤払いが発生した場合は、担当課におい

て早急に相手方に連絡し返還の手続きを行

います。 

会計課 

Ｐ５ 

３ 予算

の流用に

ついて 

予算の流用に際して、事務的負担

や時間も要することから、予算計上

の際の見積もりの見誤りを可能な限

り無くし、効率的かつ適時性を持っ

た予算執行を行うよう要望します。 

 基本的に、緊急性が認められない安易な

予算流用は認めない方針です。 

ただし、予算見積り時には想定できなか

った事項、突発的な事項に対応するため、や

むを得ず行っています。 

今後とも、予算計上時の科目の誤りを可

能な限り無くし、効率的な予算執行となる

よう徹底します。 

財政課 

Ｐ６ 

４ 適時

な予算執

行につい

て 

日々激変する国際情勢等への対応

は難しいことは承知していますが、

でき得る限り影響を抑えられるよ

う、早めの予算執行を心掛けていた

だきますよう要望します。 

 予算執行計画調査や補正予算の編成を指

示する際に職員へ周知徹底します。 

財政課 

Ｐ６ 

５ 行政

情報の発

信につい

て 

各部署で市民生活の利便向上のた

めに、近年はスマートフォン用アプ

リを導入するなど、積極的な情報発

信に努められています。 

つきましては、各部署が導入して

いるアプリ等を市民に活用してもら

うため、アプリ等の一覧を作成し、

総括的な情報を発信するなど、利活

用促進を図っていただくよう要望し

ます。 

 広報あづみの 10月 19日発行号で、市の

スマートフォンアプリを包括的に紹介し、

活用を促します。 

秘書広報課 
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令和３年度 安曇野市一般会計・特別会計決算審査意見書等への対応について（報告） 
  

 

１．令和３年度 安曇野市公営企業会計決算審査意見書 

項目 指摘・要望事項等 
対応等(※要望等に対する将来の見通し、

そのための対応策) 
所管課 

（１） 

安曇野市

水道事業

会計 

Ｐ16 

５ むす

び 

 収入未済額に関しては 4,754万 8

千円で前年度より 136万円減少しま

した。今後とも税等の関係部局ま

た、料金徴収委託業者との連携のも

と適切な対応によって未収金を縮減

するよう要望します。 

関係部局、料金徴収委託業者と連携し、

引き続き未収金の縮減に努めます。 

 現年度分は滞納初期段階で給水停止予告

及び催告を行い、催告でも応じない未納者

に対しては給水停止を執行します。 

 滞納繰越分は料金徴収委託業者と滞納整

理会議を行い、各滞納者に対して方針を決

定し、催告に応じない滞納者に対しては所

在及び財産の状況調査を行い、支払督促等

の法的措置を行います。 

経営管理課 

水道ビジョンでは有収率の目標を 

令和８年度に 85.4％としています

が、平成 29年度から令和元年度まで

は上昇したものの、その後は下降に

転じ当年度は 79.0％（前年度比 1.1

ﾎﾟｲﾝﾄ減）となっています。今後も更

なる老朽管の布設替工事、漏水調査

による修繕工事の実施を進め、有収

率の改善を図ることを要望します。 

また、令和４年度は水道ビジョン 

の見直しを実施すると伺いましたの

で、急激な社会情勢の変化や原材料

費の高騰など様々な要因を考慮した

目標設定及び目標達成に向けた計画

の見直しを要望します。 

 

水道ビジョンでの有収率の目標値は、令

和元年度まで順調に達成してきましたが、

昨年に続き３年度も下降に転じておりま

す。これは、各地域の管路の老朽化が進

み、漏水を誘発しているため有収率が伸び

悩んでいるものと考えられます。他地域に

比べ有収率の低い穂高・明科を中心に、計

画的に各地域での漏水調査を実施して漏水

箇所を特定し、修繕、老朽管の布設替えを

実施します。 

 平成 28年度策定しました水道ビション

は、前期の５年が経過したため、今年度検

証し見直しを実施します。水道施設更新に

ついて、策定したアセットマネジメントを

反映し、目標達成に向けた水道ビジョンの

見直しをします。 

上水道課 

（２） 

安曇野市

下水道事

業会計 

Ｐ29 

５ むす

び 

下水道使用料等の収入未済額は 

9,235 万 2 千円であり前年度に比べ

2,024万 7千円減少しました。なお、

受益者負担金の収入未済額は 3,545

万円であり前年度に比べ 2,105 万 9

千円減少しました。今後とも税等の

関係部局、また料金徴収委託業者と

の連携のもと適切な対応によって未

収金を縮減するよう要望します。 

 

関係部局、料金徴収委託業者と連携し、

引き続き未収金の縮減に努めます。 

 現年度分は、水道料金と併せた滞納整理

が効果的であるため、訪問及び電話による

折衝並びに催告書の送付にて収納につなげ

ます。 

滞納繰越分は、水道料金と同様、料金徴

収委託業者と滞納整理会議を行い、各滞納

者に対して方針を決め、催告に応じない滞

納者に対しては所在及び財産等を調査し、

滞納処分を執行します。 

 受益者負担金は訪問による集金及び折衝

を行い収納に努め、催告に応じない滞納者

の所在及び財産等を調査し、滞納処分を執

行します。 

 

経営管理課 

 


